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令
和
８
年
度
採
用

栗
原
市
会
計
年
度
任
用

職
員
募
集

通
年
雇
用
・
季
節
雇
用
・
障
害
者

雇
用

●
雇
用
期
間
　
お
お
む
ね
２
カ
月

以
上
１
年
以
内

●
募
集
す
る
主
な
職
種

□
免
許
な
ど
が
必
要
な
職
種

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
介

護
認
定
調
査
員
な
ど

□
そ
の
他
の
職
種 

業
務
員
、

土
木
作
業
員
、
事
務
補
助
員

な
ど

●
申
込
期
限
　
11
月
21
日（
金
）

随
時
雇
用

●
雇
用
期
間
　
週
の
勤
務
時
間
が

20
時
間
未
満
ま
た
は
、
２
カ
月

以
内

●
雇
用
時
期
　
業
務
が
発
生
し
た

都
度
雇
用
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
主
な
職
種

□
免
許
な
ど
が
必
要
な
職
種

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
な
ど

□
そ
の
他
の
職
種 

業
務
員
、

事
務
補
助
員
な
ど

●
申
込
期
限
　
随
時
受
付

共
通
事
項

●
試
験
方
法
　
面
接
、
書
類
選
考

●
申
し
込
み
　
募
集
要
項
と
申
込

書
　
は
、
11
月
４
日（
火
）か
ら

人
事
課
ま
た
は
、
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
配
布
し
ま

す
。
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

募
集
す
る
職
種
や
受
験
資
格
、
申
込

書
の
提
出
先
な
ど
詳
し
く
は
、
募
集

要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
人
事
課☎（

22
）１
１
５
９

　
教
育
部
教
育
総
務
課

☎（
42
）３
５
１
１

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
瞬
時
に

伝
達
す
る「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ‐

ア
ラ
ー
ト
）」の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
12
日（
水
）

午
前
11
時
こ
ろ

●
試
験
内
容
　
国
か
ら
配
信
さ
れ

た
緊
急
情
報
を
受
信
し
、
防
災

行
政
無
線
を
自
動
起
動
さ
せ
て
、

試
験
用
の
放
送
を
市
内
一
斉
に

流
し
ま
す
。

※

当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
で
午
前
10

時
に
事
前
告
知
放
送
を
行
い
ま
す
。

※

災
害
の
発
生
状
況
、
気
象
状
況
に
よ

り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
放
送
内
容
　
防
災
行
政
無
線
か

ら
、
次
の
内
容
が
一
斉
に
放
送

さ
れ
ま
す
。

□「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

□「
こ
ち
ら
は
防
災
く
り
は
ら

広
報
で
す
」

※

安
全
安
心
メ
ー
ル
に
よ
る
配
信
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

栗
原
市
礼
遇
者
推
戴

式
並
び
に
表
彰
式
を

開
催

●
日
時
　
11
月
23
日（
日
）

午
後
１
時
〜

※

午
後
０
時
30
分
開
場

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
内
容

第
１
部
　
午
後
１
時
〜

□
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
る

栗
原
市
誕
生
20
周
年
記
念
コ

ン
サ
ー
ト

第
２
部
　
午
後
２
時
30
分
〜

□
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
人
を
礼
遇
者
に
推
戴

□
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
人
を

表
彰

　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

　
経
壇
は
、
瀬
峰
地
区
大
鰐
谷
に

あ
る
平
安
時
代
末
期
か
ら
中
世
に

か
け
て
の
塚
群
で
す
。
標
高
60

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の「
経
壇
山
」と
称

す
る
丘
陵
の
頂
部
か
ら
、
徐
々
に

低
く
な
り
な
が
ら
北
東
方
向
に
延

び
る
尾
根
上
に
、
合
計
７
基
の
塚

が
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

塚
の
１
つ
か
ら
、
布
目
瓦
で
蓋
を

し
た
素
焼
き
の
瓶
が
出
土
し
、
そ

の
中
に
銅
製
経
筒
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
般
若
経
を
埋
め
て
藤

沢
村
の
安
寧
を
祈
願
し
た
こ
と
で
、

こ
の
付
近
を
大
般
若
と
称
し
た
と

い
う
伝
説
が
あ
り
、
後
世
に
な
っ

て
大
鰐
谷
と
い
う
名
前
が
付
け
ら

れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
７
基
の
塚
は
そ
れ
ぞ
れ
標
高
の

高
い
方
か
ら
３
基
と
４
基
の
２
群

に
分
か
れ
て
お
り
、
尾
根
の
最
も

高
い
場
所
に
あ
る
塚
は
１
辺
約
15

メ
ー
ト
ル
で
、
３
方
に
土
橋
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
の
塚
は

１
辺
約
４
・
８
〜
７
・
２
メ
ー
ト

ル
の
大
き
さ
で
、
そ
の
う
ち
の
２

基
に
は
盗
掘
さ
れ
た
跡
が
あ
り
ま

す
。

　
布
目
瓦
や
素
焼
き
の
瓶
、
経
筒

な
ど
、
出
土
し
た
と
さ
れ
る
も
の

の
実
物
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、

そ
れ
ら
が
作
ら
れ
た
詳
細
な
時
期

や
、
塚
群
が
ど
の
よ
う
な
人
々
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
の
か
な
ど
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
場
所
の
南
側
に
位
置
す
る
高
清

水
地
区
影
の
沢
に
は
１
辺
９
メ
ー

ト
ル
の
塚
と
板
碑
が
あ
る
他
、
付

近
に
は
来
迎
沢
と
呼
ば
れ
る
場
所

が
あ
り
、
こ
の
辺
り
一
帯
は
宗
教

的
な
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

ジオパーク活動によって結ばれた全国との絆
　令和７年１０月現在、国内には４８地域のジオパークがあります。ジオパークの活動はどのような
ものか、その活動によって結ばれた絆を紹介します。

●ジオパークとは
　ジオパークは、地球誕生の歴
史、地域の地質や自然が人々の
暮らしや文化にどのように関
わっているかを過去から学び、楽
しみながら未来を考える場所で
す。大地の成り立ちを物語る地
質や自然を保全し、教育や防災、
地域活性化に活用することで、
持続可能な地域を目指します。
　この取り組みは、日本全国で
行われていて、１０月現在、４８
地域が日本ジオパーク委員会に
よって日本ジオパークに認定さ
れています。
　ジオパークは、地域ごとの特
色があります。例えば、当ジオ
パークでは荒砥沢地すべりなど
の災害跡地が防災・教育の題材
として、蔵王ジオパークでは火
山がもたらす恵みが地元産業の
魅力として活動に生かされてい

ます。そして、それぞれが自分
たちの地域に誇りを持ち、楽し
みながら地域の未来を考えます。
●ジオパークになるには
　認定には、地域と住民が一体
になって地質・自然・文化を保
全し、教育・防災などに活用し
た取り組みが必要です。活動状
況は、報告書や現地調査で審査
され、ジオパークに認定されて
からも４年ごとに更新のための
現地調査が行われます。

●地域間のつながり
　ジオパークは、同じ活動をす
る地域同士で経験・知見を共有

し、発展してきました。各地の
ジオパークが集まるＰＲイベン
トや講演会など、ジオパーク同
士が連携した活動も盛んです。
　また、自然災害に関する情報
を共有し、被災地支援も行って
います。昨年発生した山形県・
秋田県での豪雨災害後、当ジオ
パークではボランティアを募り、
鳥海山・飛島ジオパークエリア
で土砂出しなどを支援しました。
　これからも、各地のジオパー
クと連携しながら、栗駒山麓の
自然や文化が持つ魅力を全国に
発信していきます。

　日本ジオパーク認定から１０年の振り返り、これからの未来を考える
記念イベントを開催します。

●日時　１１月２９日（土）　午前１０時～午後３時
●場所　若柳ドリーム・パル
●内容　□記念講演　演題　「天気の達人 アマタツと考える気候変動と

気象災害への備え」
　　　　　　　　　　講師　気象予報士 天達武史 氏
　　　　□講演　世界ジオパーク関係者による講演
　　　　□アトラクション　栗原市合唱連盟による合唱
　　　　□その他　東北のジオパークによる体験イベント 他

栗駒山麓ジオパーク認定１０周年記念フォーラム開催

▲経壇

                             

ぬ
の   

め 

が
わ
ら

                      

か
め

ど
う 

せ
い
き
ょ
う
づ
つ

▲天達気象予報士

▲荒砥沢地すべり内部での再認定審査
の様子（令和５年１１月）

▲東北地方のジオパークが集まった
　ＰＲイベントの様子（今年５月）

あま  たつ たけ   し

▲陸上自衛隊第６音楽隊

種
　
　
別
　
市
指
定
記
念
物（
史
跡
）

指
　定
　日
　
昭
和
44
年
６
月
30
日

所
　在
　地
　
瀬
峰
大
鰐
谷

経
壇

243 市
内
の
文
化
財
散
策

き
ょ
う  

だ
ん

108

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク
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